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【昨年7月市場小学校プールで撮影】 

16・17支所連合チームが5連覇ト 
第10回バドミントン大会 

2 位19支所 3 位11支所 

6月27 日（日）町民会 

館、市場小学校体育館で、 

第10 回地区公民館対抗バ 

ドミントン大会が行われま 

した。 

今回は、過去最高の16 

地区24 チームが参加して、予選リーグ、決勝トーナメ 

16 ・17 支所連合チームが5連覇に輝きました。 

なお、 2位は19支所、 3位は1 1 支所でした。 

毛 町の 人で→・ 
人 口 9.638 人 （減12) 

男 4,592 人 （減3) 

女 5,046 人 （減9) 

世帯数 3,159 世帯（増6) 

出生 5人 転入 34人 

死亡 7人 転出 44人 

（昭和57年6月末日現在） 

ノ 
でも水の事故には十分注意しましょう 

☆ 1 人では、絶対に泳ぎに行かない 

ようにしましょう。 

☆ 寝不足・空腹・疲労は水泳の大敵 

です。 

☆ 泳ぐ前には、十分準備体操を。 

☆ シャワーは、たっぷりと、心臓に 

遠いところから。 

☆ 水着は、できるだけ競泳用のもの 

を使用しましょう。 

【バドミントン大会予選の熱戦風景】 
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和
名
 
葉
月
（
は
づ
き
）
 

木
の
葉
が
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
る
故
に
葉
 

落
月
を
略
し
て
葉
月
と
い
う
。
 

1
日
（
日
）
 

八
朔
 

2
日
（
月
）
 

食
品
衛
生
週
間
（
潟
）
 

3
日
（
火
）
 

胃
ガ
ン
検
診
（
繊
雑
紗
認
〕
 

婦
人
学
級
（
綴
総
）
 

ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
画
鞍
媛
）
 

5
日
（
木
）
養
命
大
学
（
鼠
聴
）
 

6
日
（
金
）
 

解
放
講
座
（
験
譲
ど
 

広
島
原
爆
記
念
日
 

7
日
（
土
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
叫
礎
ち
」
一
 

鼻
の
日
 

8
日
（
日
）
 

立
秋
 

9
日
（
月
）
 

長
崎
原
爆
記
念
日
 

15 

日
（
日
）
 

終
戦
記
念
日
 
末
伏
 

16 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
 

（
紗
m
ら
暗
転
）
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
メ
切
り
 

17 

日
（
火
）
 

婦
人
学
級
（
綴
擁
）
 

ヤ
ン
グ
サ
ロ
ン
（
画
鞍
犠
）
 

20 

自
（
金
）
 

三
種
混
合
（
画
ぬ
ね
疑
）
 

解
放
講
座
（
験
譲
近
 

22 

日
（
日
）
 

郡
民
体
育
大
会
（
噌
）
 

23 

日
（
月
）
 

処
暑
 

26 

日
（
木
）
 

養
命
大
学
（
綴
擁
）
 

27
 

日
（
金
）
献
血
会
（
）
池
商
事
畿
欝
』
器
）
 

移
動
保
健
所
競
民
警
 

29 

日
（
日
）
 

田
川
郡
子
ど
も
ス
ポ
ー
ッ
 

大
会
（
召
珠
 11 

統
）
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町
営
住
宅
家
賃
が
 

改
正
さ
れ
ま
す
 

廿

昭

和

 57 

年

6

月

定

例

町

議

会

廿

 

今
回
の
昭
和
五
ト
七
年
六
月
定
例
会
は
、
六
月
二
十
九
日
と
三
 

十
日
の
両
日
行
わ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
十
議
案
が
上
程
さ
 

れ
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
請
願
一
件
、
陳
情
二
件
が
審
議
さ
れ
、
請
願
に
つ
い
て
は
 

採
択
、
陳
情
二
件
は
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
開
会
中
（
三
ト
日
）
に
池
田
利
文
議
長
の
辞
職
願
が
出
 

さ
れ
た
た
め
、
規
定
に
よ
り
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
浦
田
勇
議
 

員
が
指
名
推
せ
ん
さ
れ
新
議
長
に
就
任
、
池
田
利
文
前
議
長
は
、
 

七
月
五
日
付
け
で
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
 

新議長、浦田勇氏 

（墨l局2番地、麟） 

条 

例
 

一 

▼
赤
池
町
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
 

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
井
諸
物
 

価
の
値
上
り
に
よ
り
ド
田
川
四
カ
町
で
 

池
田
利
文
氏
が
教
育
長
就
任
 

病
気
療
養
中
で
あ
っ
た
加
治
馨
教
育
 

長
が
、
六
月
三
十
日
付
け
で
辞
職
さ
れ
、
 

後
任
と
し
て
、
池
田
利
文
氏
が
、
六
月
 

定
例
議
会
で
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
、
県
の
教
育
委
員
会
の
 

承
認
を
得
て
、
七
月
五
日
付
け
で
教
育
 

長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
赤
池
町
の
教
育
委
員
の
構
成
 

は
、
教
育
長
池
田
利
文
、
委
員
長
兼
重
 

直
之
、
副
委
員
長
小
松
宏
、
委
員
太
田
 

大半は児童・生徒が占める 

敏
生
（
委
員
高
林
晴
美
の
各
氏
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

【
就
任
の
ご
挨
拶
】
 

非
才
な
私
が
本
町
の
未
来
を
創
造
す
 

池田利文氏 

少
年
の
非
行
を
憂
う
 

昭
和
五
十
六
年
中
、
田
 

川
警
察
署
管
内
で
検
挙
さ
 

れ
た
刑
法
犯
少
年
は
、
四
 

百
九
人
、
こ
の
う
ち
 

小
学
生
 

四
十
五
人
 

中
学
生
 

二
百
十
一
人
 

高
校
生
 

八
ト
三
人
 

・ 

計
 

三
百
三
十
九
人
 

で
全
体
の
八
十
ニ
パ
ー
セ
 

ン
ト
が
児
童
、
生
徒
で
占
 

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
（
」
と
に
つ
い
て
は
 

前
月
号
で
図
表
に
よ
り
示
 

し
た
通
り
で
す
。
 

こ
の
数
字
か
ら
見
て
少
 

年
犯
罪
の
ほ
と
ん
ど
が
児
童
、
生
徒
で
 

占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
お
わ
か
り
と
 

思
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
児
童
・
生
徒
の
非
行
が
な
 

く
な
 11 

ば
少
年
犯
罪
の
統
計
は
著
し
く
 

低
下
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（鷲姦議や51歳） 

⑥
 

赤

池

町

の

非

行

概

況

 

※
刑
法
犯
少
年
 

表
1

・
表
2

に
示
し
た
数
字
は
、
田
 

川
警
察
署
管
内
で
検
挙
さ
れ
同
署
で
取
 

り
扱
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
直
 

方
警
察
署
を
主
に
他
の
警
察
署
で
検
挙
 

さ
れ
た
者
が
、
十
六
人
い
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
昨
年
一
年
間
に
、
赤
池
町
 

の
少
年
三
十
二
人
が
刑
法
犯
で
検
挙
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
 

表
を
よ
く
ご
覧
ド
さ
い
。
田
川
署
で
 

検
挙
さ
れ
た
十
六
人
を
学
職
別
で
み
る
 

と
十
五
人
が
児
童
、
生
徒
で
す
。
 

他
署
で
検
挙
さ
れ
た
、
十
六
人
に
つ
 

い
で
は
、
詳
し
い
学
職
別
は
わ
か
り
ま
 

せ
ん
が
、
田
川
署
少
年
係
に
よ
れ
ば
、
 

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
児
「
里
・
生
徒
と
い
う
 

こ
と
で
す
。
 

※
 

ぐ
犯
・
不
良
行
為
少
年
 

刑
罰
法
令
に
は
触
れ
な
い
が
、
罪
を
 

犯
す
お
そ
 11 

の
あ
る
少
年
、
つ
ま
り
、
 

ぐ
犯
・
不
良
行
為
少
年
に
つ
い
て
図
示
 

し
ま
す
。
 

表
3

・
表
4

に
示
す
と
お
り
、
昨
年
 

一
年
間
に
赤
池
町
の
少
年
、
百
十
八
人
 

が
警
察
に
補
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
数
字
は
、
警
 

察
官
に
そ
の
行
為
を
発
見
さ
れ
た
も
の
 

の
み
の
数
で
す
。
 

つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
し
て
 

も
警
察
官
に
発
見
さ
れ
な
い
者
は
、
こ
 

れ
に
は
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
 

統
一
し
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
 

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
斗
 

旧
条
例
が
実
情
に
即
さ
な
い
た
め
改
正
 

さ
れ
ま
し
た
。
証
人
等
で
出
頭
し
た
場
 

合
二
千
円
の
日
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

▼
赤
池
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
井
条
例
中
 

の
 
「
不
具
廃
疾
者
」
 
と
い
う
障
害
者
に
 

関
す
る
不
適
当
用
語
が
「
重
度
心
身
障
 

害
者
」
 
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

▼
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
 

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
 

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
地
方
公
 

務
員
災
害
補
償
法
の
改
正
に
伴
い
一
部
 

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
支
所
お
よ
び
駐
在
設
置
条
例
 

の
制
定
井
旧
条
例
が
実
情
に
即
応
し
 

な
い
た
め
廃
止
し
、
新
条
例
で
支
所
長
 

駐
在
員
の
身
分
お
よ
び
職
務
等
が
明
文
 

化
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を
 

ル
ダ
 

る
人
間
創
り
の
教
育
行
政
を
お
あ
ず
か
弓
 

り
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
町
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ろ
 

い
ろ
困
難
な
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る
 

こ
と
を
聞
き
お
よ
ん
で
お
り
ま
す
。
先
 

輩
各
位
の
ご
指
導
の
も
と
、
三
校
長
、
 

教
職
員
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
問
題
 

解
決
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
 

関
係
団
体
を
は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
 

協
力
、
ご
理
解
の
も
と
、
専
心
本
町
の
 

教
育
向
上
発
展
の
た
め
徴
力
を
つ
く
し
 

た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

警
察
署
の
話
に
よ
れ
ば
、
表
に
計
ト
 

さ
れ
て
い
る
数
は
、
ぐ
犯
・
不
良
行
為
 

の
氷
山
の
一
角
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

こ
れ
ら
の
少
年
は
、
犯
罪
少
年
に
な
 

る
要
素
を
持
っ
た
予
備
軍
と
言
わ
れ
て
 

お
り
、
大
変
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
す
。
 

※
補
導
活
動
の
強
化
 

前
月
号
か
ら
田
川
署
管
内
お
よ
び
赤
 

池
町
の
非
行
の
概
況
に
つ
い
て
述
べ
ま
 

し
た
が
、
少
年
犯
罪
の
大
部
分
が
児
童
 

・
生
徒
で
占
め
ら
れ
て
い
る
、
こ
の
現
 

実
を
学
校
の
先
生
達
は
一
体
ど
の
よ
う
 

に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
生
徒
の
非
 

行
が
多
い
の
を
、
す
べ
て
学
校
の
責
任
 

と
は
申
し
ま
せ
ん
。
非
行
少
年
の
家
庭
 

の
問
題
、
社
会
環
境
等
あ
ら
ゆ
る
原
因
 

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
生
 

徒
等
の
非
行
が
多
い
現
実
を
見
る
と
き
 

学
校
当
局
の
責
任
の
比
重
は
か
な
り
重
 

い
も
の
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
 

で
し
ょ
う
か
。
 

非
行
問
題
は
補
導
教
員
任
せ
で
は
な
 

い
か
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
生
 

徒
の
非
行
化
防
止
は
単
に
補
導
担
当
教
 

員
ひ
と
り
が
い
く
ら
逆
立
ち
し
て
頑
張
 

っ
て
も
現
状
で
は
そ
の
目
的
は
達
せ
ら
 

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

学
校
当
局
に
お
い
て
は
生
徒
の
非
行
 

化
防
止
に
つ
い
て
は
、
 
い
ろ
い
ろ
の
方
 

策
を
検
討
樹
立
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
 

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
 

策
を
実
施
す
る
に
当
り
、
わ
か
り
き
っ
 

た
こ
と
で
す
が
、
よ
り
一
層
補
導
態
勢
 

を
強
化
す
る
た
め
、
学
校
全
体
が
一
本
 

改
正
す
る
条
例
り
”
公
営
住
宅
法
の
改
 

正
に
伴
い
、
 

一
種
住
宅
か
ら
二
種
住
宅
 

へ
変
更
の
場
合
な
ど
の
収
入
限
度
額
が
 

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
営
住
宅
使
用
料
徴
収
条
例
の
 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
井
建
設
費
等
 

の
高
騰
な
ど
に
よ
り
住
宅
の
維
持
管
理
 

を
適
正
に
行
う
た
め
、
ま
た
、
町
営
住
 

宅
相
互
間
の
家
賃
の
均
衡
を
保
つ
た
め
 

家
賃
の
改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
家
賃
は
、
法
に
よ
る
家
賃
限
度
額
 

の
五
十
バ
H
？
を
本
年
か
ら
実
施
。
 

六
十
パ
醜
を
五
十
八
年
度
に
、
ま
た
七
 

十
バ
H
）
を
六
十
年
四
月
か
ら
と
漸
次
改
 

正
さ
れ
る
予
定
で
す
。
 

▼
赤
池
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
ー
）
税
務
課
を
税
務
徴
 

収
課
に
改
め
る
等
、
先
に
改
正
さ
 11 

た
 

課
設
置
条
例
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

委 

員 

マ
赤
池
町
監
査
委
員
の
選
任
→
六
月
三
 

十
日
付
け
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
松
井
 

猛
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
赤
池
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
ル
 

加
治
馨
氏
が
辞
職
し
、
池
田
利
文
氏
が
 

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

報 

告 

事 

項 

▼
昭
和
五
十
六
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
 

計
算
書
お
よ
び
事
故
繰
越
繰
越
計
算
 

書
」
年
度
中
に
工
事
が
完
了
し
な
か
 

っ
た
平
石
た
め
池
改
良
工
事
ほ
か
七
件
 

の
五
十
七
年
度
へ
の
繰
越
額
三
億
二
千
 

昭和56年中田川署に刑法犯 
で検挙された少年（赤池町） 

割
 

罪
種
別
 

強
 
盗
 

傷
 
書
 

窃
 
盗
 

そ
の
他
 

計 

人数 2 1 12 1 16 

2 . 16人の学職別内訳（赤池町） 表
 

学
職
別
 

児 童・生 徒 
有
 
職
 

無
 
職
 

計
 

小
学
生
 

中
学
生
 

高
校
生
 

大
学
牛
 

そ
の
他
 

人数 2 8 5 0 0 1 0 16 

化
し
た
体
制
作
り
と
、
指
導
の
統
一
が
 

最
も
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か。 先
生
方
個
人
個
人
に
補
導
態
度
に
差
 

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

先
生
方
の
言
語
や
態
度
は
敏
感
に
生
 

徒
た
ち
に
反
応
す
る
も
の
で
す
。
 

ま
た
先
生
方
の
努
力
は
保
護
者
や
、
 

地
域
住
民
に
も
反
映
し
、
ま
た
関
係
機
 

関
等
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
て
行
く
 

な
ら
ば
補
導
面
に
必
ず
や
好
結
果
を
も
 

た
ら
す
も
の
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
 

先
生
方
に
苦
言
を
申
し
E
げ
た
よ
う
 

な
格
好
に
な
り
ま
し
た
が
決
し
て
そ
の
 

よ
う
な
意
味
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

非
行
少
年
の
家
庭
に
重
大
な
原
因
の
 

あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、
児
童
、
生
 

徒
の
非
行
の
現
実
を
み
る
と
き
、
ま
ず
 

先
生
（
学
校
）
が
先
頭
に
立
っ
て
、
補
 

表3‘ 赤池町におけるく。犯・不良行為少年 

六
百
四
十
七
万
四
千
円
の
計
算
書
が
報
 

告
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
昭
和
五
ト
六
年
度
定
例
事
務
監
査
の
 

結
果
報
告
4
五
月
十
九
日
か
ら
六
月
 

三
日
ま
で
松
井
猛
・
清
原
義
則
両
監
査
 

委
員
に
よ
り
行
わ
れ
た
、
赤
池
町
行
政
 

事
務
全
般
に
わ
た
る
監
査
結
果
が
報
告
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

請
 

願
 

陳
 

情
 

▼
地
域
農
業
振
興
施
策
米
穀
政
策
に
関
 

す
る
請
願
）
採
択
 

▼
第
十
四
支
所
公
民
館
新
設
に
つ
い
て
 

の
陳
情
ュ
総
務
委
員
会
へ
付
託
 

▼
第
ト
ー
支
所
集
会
所
建
設
に
関
す
る
 

陳
 

」
総
務
委
員
会
へ
付
託
 

追 

悼 

議 

決 

五
月
十
六
日
、
病
に
よ
り
死
去
さ
れ
 

た
故
小
松
政
清
議
員
の
追
悼
議
決
が
な
 

さ
れ
、
遺
族
を
代
表
し
て
小
松
勝
正
氏
 

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

故 

般 

質 

問 

小松政清議員 

次
の
一
般
質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

▼
財
政
再
建
に
つ
い
て
、
現
在
の
状
態
 

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

▼
赤
池
町
の
教
育
行
政
に
つ
い
て
、
非
 

行
の
低
年
齢
化
の
歯
止
め
対
策
は
あ
 

る
の
か
、
教
育
人
事
の
方
針
は
。
 

（昭和56年 

行
 
為
 

飲
 
酒
 

喫
 
煙
 

夜
遊
び
 

家
 
出
 

怠
 
学
 

不
健
全
 

娯
楽
 

暴
走
 

行
為
 

計
 

人数 2 47 28 1 20 11 9 118 

118人の学職別内訳（赤池町） 

学
職
別
 

児 童・生 徒 
有
 
職
 

無
 
職
 

計
 

小
学
牛
 

中
学
生
 

高
校
生
 

大
学
生
 

そ
の
他
 

人数 2 23 80 0 0 7 6 118 

導
活
動
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
最
も
大
 

事
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

す
で
に
、
ご
承
知
の
方
も
多
い
と
思
 

い
ま
す
が
、
最
近
赤
池
中
学
校
で
も
、
 

い
ろ
い
ろ
な
非
行
事
案
が
起
き
、
学
校
 

側
や
P
T
A

で
は
、
こ
れ
が
防
止
に
躍
 

起
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

学
校
の
先
生
方
だ
け
で
は
、
い
く
ら
 

頑
張
っ
て
も
、
そ
の
効
果
は
薄
い
も
の
 

で
す
。
 

先
月
号
で
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
家
 

庭
や
地
域
住
民
の
協
力
が
是
非
必
要
で
 

す。 全
町
民
こ
ぞ
っ
て
、
非
行
の
な
い
、
 

明
る
い
町
づ
く
り
に
、
ご
協
力
く
だ
 

さ
い
。
 

田
川
少
年
補
導
員
連
絡
会
赤
池
支
部
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昭和57 年8 月1日 （4 ) ・tJ か

 
あ
 

”反 
圭十 

広
 

第235 号 昭和57年8 月1日 け
 

い
 

か
 

あ
 

口
反
 

＋
立
十
 

広
 

二J 
(j 

n/] 第
 

町

刊

 

平
社
創
立
大
会
が
福
岡
・
東
公
 
立
場
か
ら
労
働
者
、
農
民
と
の
 
m
 

囲
 

同
月
 
被
差
別
部
落
 

”
力
ク
心
〈
分
力
ク
〈
§
そ
＆
力
力
な
＆
力
ク
力
い
い
い
多
＆
い
力
ク
＼
A
い 

提
携
を
強
調
 

町
 

囲
の
真
宗
僧
、
本
願
寺
 

％

蕊

5

1

 が忽（『 

同
 13
 

年
3
月
3
日
 

町
 

岡
の
階
級
制
で
あ
る
堂
班
 

慈

）

）

ー

 

（嚇 

全
水
第
3
回
大
会
で
、
 

岡
 

町
制
や
色
衣
制
の
廃
止
を
 

ソz
く、、ノZ
く、、Zz
く、、ンノく、、ンノくミ，ノz
く、、工Z
ノく、、 

松
本
治
一
郎
、
柴
田
啓
畑
 

町
要
求
し
「
黒
衣
同
盟
」
を
つ
 

園
博
多
座
で
開
か
れ
る
 

蔵
ら
、
徳
川
一
門
の
辞
爵
勧
告
岡
 

叫
く
る
 

同
年
 11 

月
1

日
 

山
川
均
の
 

書
を
提
出
、
決
議
さ
れ
る
。
 

m
 

川
 

同
 12 
年
2
月
 
刑
冠
旗
決
ま
 
門
下
生
・
高
橋
貞
樹
の
指
導
で
 

m
 

三
三
三
一三
三
三
三
三
三
三
三
三
「
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
I三
」
三
三
三
三
」
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

一

、

 

!
 

⑧
 
江
戸
（
徳
川
）
時
代
の
 

ば
く
は
ん
た
い
せ
い
 

幕
藩
体
制
に
よ
る
 

人
民
の
分
裂
支
配
 

と
・
J

い
J
 

前
の
廻
標
柔
m
が
、
沃
「
を
統
一
す
 

る
と
「
刀
狩
り
」
 
や
 
「
検
地
」
 
を
お
こ
 

な
っ
て
、
武
士
と
農
民
の
区
別
を
は
っ
 

き
り
さ
せ
た
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
 

つ
づ
い
て
、
江
戸
時
代
に
は
、
さ
ら
に
 

き
び
し
く
な
り
「
セ
・
麹
・
毛
・
曇
 

の
身
分
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
織
叱
家
慮
が
開
い
た
柳
m
 

と
と
の
 

の
し
く
み
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
整
え
 

ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
べ
て
い
き
ま
 

す。 〈
よ
く
考
え
ら
れ
た
嚇
母
の
酬
夢
 

徳
川
幕
府
が
い
ち
ば
ん
苦
心
し
た
の
 

は
ん
し
ゅ
 

は
、
大
名
（
藩
主
）
を
ど
の
よ
う
に
お
 

さ
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

い
し
だ
み
つ
な
り
 

家
康
は
、
石
田
三
成
に
味
方
し
た
大
名
 

【hJ 

の
領
地
を
と
り
あ
げ
た
り
、
削
っ
た
り
 

し
て
、
徳
川
に
味
方
し
た
大
名
に
分
け
 

て
や
り
、
さ
ら
に
、
大
名
の
国
が
え
を
 

さ
か
ん
に
行
い
ま
し
た
。
 
こ
れ
は
、
全
 

国
の
土
地
が
織
晩
幕
m

の
も
の
で
、
そ
 

れ
を
特
別
の
は
か
ら
い
で
分
け
て
や
る
 

の
だ
と
い
う
考
え
を
、
大
名
に
植
え
つ
 

さ
ん
 

け
よ
う
と
し
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
三
 

憐
醤
誠
雌
呪
時
に
は
、
幕
府
と
餓
熱
 

」
ゆ
ど
ん
 

け
 
ら
い
 

と
は
、
王
人
と
京
来
と
い
ー
つ
き
び
し
い
け
 

ぱ
く
は
ん
 

じ
め
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
 

（
幕
藩
 

併
鵠
の
磁
劃
）
そ
の
か
た
わ
ら
大
名
を
 

法
律
の
力
で
お
さ
え
る
方
針
を
立
て
、
 

ぶ
 
け
 
し
ょ
は
J

と
 

さ
だ
 

「
武
家
諸
法
度
」
を
定
め
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
大
名
が
守
る
こ
と
を
き
め
た
 

は
J

上
 

法
律
で
、
こ
の
「
法
度
」
 
に
そ
む
い
た
 

f
一 

大
名
は
、
き
び
し
く
罰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

郵
か
に
つ
ご
う
の
よ
い
身
分
評
夢
 

人
々
は
「
セ
・
挙
毛
・
融
」
の
身
 

分
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
身
分
は
 

三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
 

町
 

大
正
 11 
年
7
月
 13 

日
 

全
国
 
る
 

木
村
京
太
郎
ら
「
全
国
水
平
社
川
 

m

水
平
社
機
関
誌
「
水
平
」
を
創
 

同
年
5
月
1

日
 

全
九
州
水
 
青
年
同
盟
」
を
結
成
。
階
級
的
 
帥
 

天
郷
荘
 
荒
牧
敏
雄
 

o
老
ひ
の
身
を
こ
こ
天
郷
に
委
ね
来
て
 

L
 
り
告
 

星
霜
早
し
六
月
経
り
ね
し
 

〇
伏
し
拝
む
朝
な
タ
な
に
暇
あ
ら
ば
 

想
ひ
出
深
し
ふ
る
さ
と
の
墓
 

品
蹴
す
る
上
野
山
峡
今
も
尚
 

せ
せ
ら
ぎ
落
つ
る
白
糸
の
滝
 

o
吾
が
心
知
る
人
ぞ
知
る
そ
は
誰
ぞ
 

阿
禰
陀
如
来
の
知
る
由
も
な
し
 

〇
起
き
出
で
て
気
も
す
が
す
が
し
振
り
 

向
け
ば
窓
辺
に
一
輪
フ
リ
ー
ジ
ア
の
 

花
 

月27日 

町公民館で挙式 

新郎 山末 厚さん 

（赤池岩屋組 21歳） 

新婦 植田優子さん 

（香 春 町 22歳） 

いつでも明るく、楽しい家庭を 

つく r）たいという， とてもし 二 

かりした新婦さん。 

お子さんは2 人くらいほしいそ 

うです。 

新婦さんから見た新郎さんは、 

ひょうきんな人ということでした。 

若人，全員集合．ク 

青年教室『ヤングサロン』 

へのおさそい 

この教室は、あなた自身が企画 

し、運営するサロンです。 

ぜひ、あなたもご参加ください。 

■開講日 毎週第1・ 3 火曜日 

■時 間 午後7時半から 

■場 所 赤池町民会館 

■問い合せ 教育委員会 

社会教育課へ 

、
 

> 

鷺
 

惜
 

春
 

譜
 

口
 

あ
ゆ
み
句
会
 

桑
野
園
女
 

☆
柳
川
の
宿
 

〇
花
時
計
廻
り
疲
れ
て
夏
に
入
る
 

雨
 
亭
 

〇
デ
ー
ジ
ー
に
い
ま
日
の
射
し
て
花
時
 

計
 

は
る
の
女
 

オ
 

〇
旅
人
に
翻
っ
て
見
せ
け
り
巣
立
鳥
 

園
 
女
 

通
さ
れ
た
感
じ
の
良
い
部
屋
か
ら
は
、
 

川
ド
り
の
堀
が
見
下
ろ
さ
れ
、
お
花
邸
 

は
、
あ
の
辺
り
か
と
懐
か
し
く
眺
め
ら
 

れ
る
の
で
し
た
。
 

天
留
翁
先
生
に
は
お
疲
れ
の
様
子
も
 

な
く
、
風
呂
上
り
の
浴
衣
姿
で
祝
膳
に
 

つ
か
れ
、
春
翁
さ
ん
の
祝
辞
に
、
に
一
」
 

や
か
に
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

心
暖
ま
る
祝
宴
に
万
歳
を
三
唱
し
て
 

部
屋
に
戻
り
句
会
に
移
り
ま
し
た
。
 

代
々
受
け
つ
が
れ
、
武
士
の
子
は
武
十
 

農
民
の
子
は
農
民
と
し
て
、
生
ま
れ
が
 

す
べ
て
を
決
定
す
る
の
で
す
。
自
由
に
 

一
 
一
 

仕
事
が
選
べ
ず
、
身
分
を
越
え
て
の
結
 

婚
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
し
た
。
 

武
士
は
、
そ
の
当
時
全
人
ロ
（
約
三
千
 

万
人
）
の
七
ハ
「
竺
約
一
一
百
万
人
）
に
す
 

み
ょ
う
」
】
 

ぎ
な
か
っ
た
が
、
名
字
を
名
の
り
、
刀
 

み
と
 

（
れ
い
 

を
さ
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
無
礼
の
あ
 

っ
た
農
民
や
町
人
を
、
そ
の
場
で
切
り
 

→
 

け
ん
り
 

捨
て
て
も
よ
い
権
利
を
持
っ
て
い
ま
し
 

た0

ま
た
、
卸
セ
と
脚
履
町
人
と
で
 

ち
が
 

い
L

よ
く
 

は
、
違
っ
た
こ
と
ば
を
つ
か
い
、
衣
食
 

も
家
も
住
む
所
も
、
は
っ
き
り
区
別
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

〈
き
び
し
い
杜
及
と
象
菊
の
献
卿
 

同
じ
身
分
の
中
で
も
、
L
下
の
区
別
 

が
あ
り
、
家
来
は
主
人
に
織
鳩
に
餌
が
 

じ
 

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
農
村
の
地
 

卦
ど
倉
庶
、
誠
郵
の
主
人
と
糾
端
贋
 

職
及
か
機
加
ど
和
み
な
ど
の
間
も
そ
う
 

で
し
た
。
家
の
中
で
も
、
父
親
の
力
は
 

織
慨
で
、
女
子
の
地
位
は
低
い
も
の
で
 

し
た
。
 

〈
こ
の
よ
う
な
身
分
を
作
っ
た
の
は
〉
 

当
時
、
農
民
は
八
十
四
青
「
（
約
二
千
 

ね
ん
ノ
、
 

五
百
万
人
）
を
し
め
、
年
貢
を
出
し
て
 

武
士
の
生
活
を
雄
え
て
い
た
の
で
、
武
 

士
の
次
の
身
分
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
 

人
（
六
ハ
．
「
＼
工
・
商
）
よ
り
不
自
由
な
 

生
活
を
し
い
ら
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
農
民
に
「
上
見
て
く
ら
す
な
、
 

下
み
て
く
ら
せ
」
 
を
お
し
つ
け
て
、
支
 

か
ま
A
 

配
者
で
あ
る
武
士
へ
の
不
満
を
そ
ら
し
 

〇
う
な
ぎ
の
日
に
は
あ
ら
ね
ど
も
宿
料
 

理
 

ひ
な
 

〇
旅
に
し
て
都
び
し
夜
景
と
は
涼
し
 

〇
堀
割
は
散
歩
の
距
離
や
タ
つ
ば
め
 

園
 
女
 

〇
短
夜
を
精
一
杯
に
温
泉
町
の
灯
 

駒
 
女
 

句
会
が
終
り
、
天
留
翁
先
生
は
床
に
 

就
か
れ
ま
し
た
の
で
、
今
日
の
記
念
に
 

と
色
紙
に
寄
せ
書
き
を
し
て
先
生
に
贈
 

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

〇
確
の
ぽ
り
つ
め
た
る
所
ラ
ム
ネ
売
る
 

一 

歩
 

〇
米
寿
祝
ぐ
師
と
春
惜
し
む
旅
に
し
て
 

春
 
翁
 

〇
晩
鐘
の
燃
ゅ
る
つ
つ
じ
の
色
鎮
め
 

雨
 
亭
 

q
襲
が
緑
の
こ
ぞ
り
立
つ
 は

る
の
女
 

〇
大
夏
木
い
よ
い
よ
み
ど
り
を
深
め
つ
 

つ
 

駒
 
女
 

〇
古
木
と
も
思
へ
ぬ
花
を
牡
丹
は
 

て
い
子
 

苦
し
い
生
活
に
耐
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
 

の
で
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
人
々
を
上
下
に
区
別
 

し
、
既
む
す
る
恥
寵
離
層
は
、
人
び
と
 

ぷJ
九
だ
 
ル
 

」
は
い
 

を
分
断
し
て
支
配
す
る
た
め
に
つ
く
ら
 

れ
た
の
で
す
。
 

〈注〉 

「
卸
知
識
灘
呼
」
と
は
 

一
、
武
セ
は
如
露
弔
馴
の
道
を
た
し
な
 

む
こ
と
。
 

二
、
法
律
に
そ
む
く
者
を
、
国
々
に
か
 

く
ま
っ
g
は
い
け
な
い
。
 

f
、 

三
、
城
を
直
す
と
き
は
、
必
ず
幕
府
に
 

(' 届
け
る
こ
と
。
城
の
新
築
は
か
た
く
 

禁
止
す
る
。
 

は
く
」
 

き
L

か
 

だ
い
み
上
う
 

四
、
幕
府
の
許
可
な
し
で
、
大
名
ど
う
 

し
結
婚
し
て
は
な
ら
な
い
。
 

五、 

裁
難
慧
穿
必
ず
行
う
こ
と
o
 

身分・職業・住居の固定化（世 襲） 

相互の監視と憎しみ合いによる分裂政策 

商
 

工
 

民
 

農
 田丁 人 

一
人
頭
代
稚
 

主
番
手
丁
 

方
人
弟
 

親
職
徒
 

姓
姓
姓
 

百
 

」
 

本
百
水
 

町方三役「ー（支配権力の末端） 村方三役 

（連帯責任制） 器 
畔頭 （くろがしら） 

5 人組・10人組制度 

十
 

（
六
ト
ー
階
級
）
 

主
 

間
 

藩
耗
麟
中
 

ノ 

〇
リ
ラ
の
花
い
た
だ
き
し
よ
り
口
ず
さ
 

む
 

光
 

子
 

〇
早
寝
し
て
長
寿
の
家
系
松
の
花
 

園
 
女
 

こ
の
度
の
吟
行
は
、
ど
こ
ま
で
も
天
 

留
翁
先
生
に
ゆ
っ
く
り
旅
情
を
味
わ
っ
 

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
あ
る
の
で
 

夜
の
句
会
は
一
回
限
り
に
し
、
朝
寝
と
 

朝
湯
も
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
 

く
た
め
に
二
十
九
日
の
早
朝
句
会
も
見
 

合
わ
せ
る
事
に
し
ま
し
た
。
 

o
若
葉
風
入
れ
て
山
荘
よ
き
寝
覚
め
 

雨
 
亭
 

〇
若
葉
風
寝
不
足
心
や
わ
ら
げ
て
 

は
る
の
女
 

つ
づ
く
 

つ
れ
づ
れ
に
四
 

天
郷
荘
 
松
本
た
か
し
 

〇
若
や
ぎ
て
梅
の
実
ち
ぎ
る
池
畔
り
 

び
 
わ
 

〇
老
園
の
枇
杷
成
り
食
膳
彩
そ
へ
て
 

〇
網
戸
越
し
若
葉
の
風
の
病
床
に
 

g
ぐ
I
寸
ぶ
I
ぐ
ぐ
《
●
●
》
ぐ
ぐ
ぐ
I
I
ぐ
“
●
，
●
，
，
》
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
‘
、
〈
<
,
 

支所長・ 
駐在員会議開かる 

七
月
十
八
日
、
午
前
十
 

時
か
ら
、
町
民
会
館
で
約
 

七
十
人
の
支
所
長
・
駐
在
 

員
の
方
が
参
加
し
て
会
議
 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

町
か
ら
は
、
町
長
は
じ
 

め
各
課
長
が
出
席
。
先
の
 

六
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
 

支
所
・
駐
在
設
置
条
例
の
 

説
明
の
あ
と
、
支
所
長
駐
 

在
員
の
職
務
内
容
に
つ
い
 

て
の
質
間
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
地
区
 

ご
と
に
、
古
く
か
ら
の
習
慣
な
ど
か
ら
 

統
一
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
今
後
 

明
確
に
な
っ
た
も
の
か
ら
漸
次
、
規
則
 

等
に
規
定
し
て
い
く
方
向
で
結
論
が
出
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
各
駐
在
員
の
方
か
ら
要
望
事
 

項
が
多
数
出
さ
れ
、
担
当
課
長
か
ら
答
 

弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
声
 

は
、
出
来
る
だ
け
施
策
の
中
に
反
映
し
 

今
後
、
毎
年
定
期
的
に
会
議
を
開
く
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

【活発な討議がなされた 

支所長・駐在員会議】 

〇
日
も
迫
り
競
ふ
手
踊
り
梅
雨
晴
れ
て
 

〇
蜘
陽
花
の
し
ほ
ら
し
濡
る
る
庭
の
雨
 

〇
老
ど
ち
の
丹
精
た
わ
わ
桃
の
実
の
 

〇
梅
雨
寒
む
に
病
空
一
刻
暖
を
入
る
 

鎌蹴いしう 

r-

奉 
市1下 

、vグ 

0
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き
を
よ
 

く
読
ん
で
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

＠
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
 

も
の
の
近
く
で
は
遊
ば
な
い
よ
う
に
 

し
ま
し
よ
う
。
 

0
満
水
の
バ
ケ
ツ
な
ど
を
用
意
し
ま
し
 

よ
う
。
 

⑨
風
の
強
い
と
き
は
や
め
ま
し
よ
う
。
 

0
大
人
と
ー
し
よ
に
遊
び
ま
し
よ
う
。
 

＠
火
は
正
し
い
位
置
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

。
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど
の
筒
も
 

の
花
火
は
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
 

筒
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

＠
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
 

入
れ
て
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
 

投
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。
 

こ
こ
は
あ
な
た
が
作
る
ペ
ー
ジ
 

で
す
。
写
真
、
詩
、
ち
ょ
っ
と
ひ
 

と
こ
と
、
体
験
談
な
ん
で
も
結
構
。
 

み
な
さ
ん
の
投
稿
を
お
待
ち
し
ま
 

す
。
役
場
広
報
係
参
一
〇
〇
四
 



け
 

平
均
寿
命
は
、
男
七
五
・
〇
歳
、
女
八
 

か
 

を
考
え
る
と
、
女
性
は
七
、
八
年
も
老
 

あ
 

報
 

広
 

第235 号 Iム 辛反 あ か し、 け 昭和57年8月1日 （6 ) 

婦
人
と
年
金
 

老
後
の
孤
独
 
ど
う
生
き
る
 

今
か
ら
十
八
年
後
の
西
暦
二
〇
〇
〇
 

年
に
は
、
 

一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
 

ん
が
、
現
在
の
二
・
五
倍
の
百
五
十
五
 

万
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

厚
生
省
の
人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
 

で
も
、
西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
日
本
人
の
 

、
 

〇
《
三
歳
と
伸
び
、
そ
の
寿
命
差
は
、
 

約
五
年
、
こ
れ
に
男
女
の
結
婚
年
齢
差
 

後
の
一
人
暮
ら
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
人
暮
ら
し
の
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
時
代
 

若
い
と
き
は
、
夫
の
収
入
に
頼
り
、
 

老
後
は
子
供
の
援
助
に
期
待
す
る
と
い
 

う
の
で
は
、
 

一
人
暮
ら
し
の
時
代
を
乗
 

り
切
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
 

女
性
が
自
分
自
身
の
年
金
を
も
つ
一
」
 

と
が
必
要
で
す
。
 

年
金
は
あ
な
た
の
 

一
生
を
保
障
し
ま
す
 

家
庭
の
奥
様
方
の
な
か
に
は
、
保
険
 

料
が
年
々
上
が
る
の
で
、
大
変
だ
と
い
 

う
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
保
険
料
は
、
あ
な
た
 

報
 

広
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エンゼルクイズ 

【第74回出題】 

エンゼルは天使のつかいです 

あなたに幸ありますよう 

【問 題】 

1、九州最南端の岬は？ 

⑧野間岬 ⑧都井岬 ⑥佐多岬 

2、戦国時代、幼名を虎千代といったのは誰？ 

③武田信玄 ⑧上杉謙信 ⑥徳川家康 

3 、 シャトルコックとは、どんなスポーソで 

おなじみ？ 

③アイスホッケー ⑧クリケット 

⑥バドミントン 

4 ,瀬石の「坊ちゃん」には兄弟が1人。 

さて？ 

⑧姉 ⑧兄 ⑥弟 

5 、植物の成長。昼と夜、どちらが早い？ 

④同じ ⑧昼 ⑥夜 

【応募の要領】 

正解のABCいずれかの記号を官製ハガキ 

に記入のうえ、 8 月16日までに赤池町役場総 

務課文書広報ェンゼルクイズ係までお送り下 

さい。なお住所、氏名を明記して下さい。 

抽せんで正解者3名様に記念品を贈ります。 

レ例 問題l B 問題2 C 問題3 A 

【第73回の解答】 

1 ⑧ 2③ 3⑧ 4⑥ 

【正解者】 

前回の応募総数15通のうち、正解は9 通で 

した。厳正な抽せんの結果、次の3 名の方に 

記念品を贈ります。 （敬称略） 

ト藤川良一 （赤池団地） 

ト山尾 希 （稲荷） 

ト中西京子 （ひまわり団地） 

I-

× 

ご利用ください『心配ごと相談』 
毎月7のつく日 福祉センターで実施 

皆
さ
ん
が
日
常
生
活
 

を
し
て
い
る
う
え
で
、
 

疑
問
に
思
っ
た
り
、
悩
 

ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
 

ま
せ
ん
か
？
 

「
心
配
ご
と
相
談
」
 

は
、
毎
月
七
の
つ
く
日
 

（
七
日
・
十
七
日
・
一
一
 

十
七
日
）
福
祉
セ
ン
タ
 

ー
で
、
午
前
十
時
か
ら
 

日
 
午
後
三
時
ま
で
行
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

相
談
内
容
は
ど
ん
な
 

事
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

土
地
や
家
屋
、
財
産
、
 

事
故
、
人
権
、
法
律
、
 

健
康
、
衛
生
、
教
育
、
 

福
祉
、
結
婚
な
ど
。
 

相
談
は
、
専
問
の
相
談
員
が
応
じ
、
 

無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

各
日
の
相
談
員
は
、
次
の
方
で
す
。
 

の
生
涯
を
保
障
す
る
原
資
に
な
る
の
で
 

す
。
将
来
、
大
き
く
な
っ
て
か
え
る
あ
 

な
た
名
儀
の
貯
金
で
も
あ
り
ま
す
。
 

し
か
も
、
普
通
の
貯
金
や
蓄
財
と
ち
 

が
い
、
年
金
は
生
き
て
い
る
限
り
何
十
 

年
で
も
支
給
さ
れ
ま
す
し
、
そ
れ
に
三
 

分
の
ー
の
国
庫
負
担
、
イ
ン
フ
レ
に
強
 

い
物
価
ス
ラ
イ
ド
、
生
活
水
準
に
合
わ
 

せ
た
五
年
ご
と
の
年
金
額
の
再
計
算
な
 

ど
老
後
の
た
め
の
備
え
と
し
て
、
こ
れ
 

ほ
ど
確
実
な
も
の
も
な
い
は
ず
で
す
。
 

ま
た
、
国
民
年
金
は
、
長
期
的
な
財
 

政
見
通
し
を
た
て
て
運
営
さ
れ
て
い
る
 

制
度
で
す
か
ら
、
そ
の
将
来
も
心
配
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
 

子
フ
し
た
年
金
制
度
に
つ
い
て
理
解
 

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
あ
な
た
の
一
生
 

の
年
金
の
権
利
を
逃
す
こ
と
の
な
い
よ
 

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

福◇ 
祉◇ 
年◇ 
金◇ 
を◇ 

い◇受◇ 
る◇け◇ 
皆◇て◇ 
さ◇ 
ん◇ 
へ◇ 

8 月は福祉年金 
証書の提出月です 

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
 

る
方
は
、
八
月
に
年
金
を
 

受
け
と
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
、
 

年
金
証
書
と
印
鑑
を
も
っ
 

て
、
役
場
国
民
年
金
係
に
 

所
得
状
況
届
を
提
出
し
て
 

く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
こ
の
証
書
の
提
 

出
が
遅
れ
ま
す
と
、
次
の
 

十
一
月
以
降
の
年
金
支
払
 

い
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

ご家族ぐるみで交通事故に備えましよう 

町民交通傷害保険 

1 、加入資格 
赤池町に住んでいる方、および 

当町へ通勤、通学している方なら 
どなたでも加人できます。ただし 
1 人2口まで 

2 、保険金が支払われる場合 
日本国内で車両に乗っていて、 

衝突したり、つい落したりした事 
故、また歩いていて車両にはねら 
れたり、ひかれたりした場合。 

3 , 1口の保険料（掛け金） 
ひとり600円（1 年分）です。 

中途「十Iし込みは、月割5 0 円 

4 , 1口につき支払われる保険金 
イ．亡くなられたとき 100万「リ 

ロ．失明したり、片手または片足を 
失ったとき 100 /j ['1 

ハ．治寮期間 
6 カ月以ヒ 12万P」 
5 カ月以E6 カ月未満9万「リ 

4 カ月以L5 カ月未満7万「I] 

3 カ月以E4 カII未満5カPl 

2 カH以h3 カH未満3カ「り 

1 カI」以ヒ2 カ月未満2カ「り 

1週間以ヒ1 カII未満1カ'1 

乙, 

ニ 
ホ
 
へ 

ヌ
 

5 、申し込み窓口 

役場総務課庶務係 

6 、実施期日 

8月1目から1年間 

7 、保険内容の詳細は 
役場総務課li！ミ務係におたずねド 

さし、o 

※事故があつたらすぐ警察と役場 
まで、ご連絡ください。 

国
保
で
守
る
 

み
ん
な
の
健
康
 

あ
な
た
は
国
保
を
よ
く
ご
存
じ
で
す
か
 

ー
国
民
皆
保
険
と
は
 

誰
で
も
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
、
み
ん
 

な
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
願
っ
て
い
ま
 

す
。
し
か
し
、
病
気
や
ケ
ガ
は
、
い
つ
 

発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
 

そ
ん
な
と
き
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
 

る
た
め
の
お
金
が
な
か
っ
た
ら
大
変
で
 

す
。
そ
こ
で
国
民
は
誰
で
も
、
ど
こ
か
 

の
医
療
保
険
に
入
り
、
そ
の
よ
う
な
不
 

時
の
出
費
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
と
き
、
 

そ
の
医
療
費
の
大
半
を
保
険
で
賄
な
お
 

う
と
い
う
の
が
 
「
国
民
皆
保
険
」
 
で
す
。
 

国
民
健
康
保
健
は
、
勤
め
先
の
健
康
 

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
 

が
加
入
す
る
保
険
で
す
。
 

廿
廿
国
保
は
地
域
 

住
民
の
助
け
合
い
ー
 

お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、
あ
 

な
た
が
支
払
う
の
は
医
療
費
総
額
の
三
 

割
だ
け
で
、
残
り
の
七
割
は
国
保
か
ら
 

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、
 

み
ん
な
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
 

て
畠
し
合
っ
た
お
金
（
国
保
税
）
と
、
 

国
や
県
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
十
『
 

国
保
は
、
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
、
お
 

互
い
の
健
康
を
守
る
保
険
な
の
で
す
。
 

HH
増
え
続
け
る
医
療
費
廿
 

医
療
費
は
成
人
肩
な
ど
の
増
加
や
医
 

学
、
医
術
の
進
歩
、
新
し
い
高
度
の
医
 

療
機
械
の
普
及
な
ど
に
よ
り
、
年
々
増
 

え
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
赤
池
町
の
国
保
の
医
療
 

費
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
最
近
五
 

カ
年
を
調
べ
て
み
ま
す
と
表
の
と
お
り
 

で
す
。
 

赤池町国保医療費の推移 

（昭和52年度～56年度） 

1人当り医療費 
保険税の約5 ---6 倍にも‘p., 

216 .213 .000I l 100 % 52年度 

, 
298.457.000F9 138% 53年度 

320.267.000F'3 148% 54年度 

158% 341.481 .000I'j 55年度 

187% 56年度I 403 , 728 .000 円 

16 
14 
12 

10 

8 

6 

4 

2 

1 ~ 
医療費 

切りり男4 

保険税 

▽
7

日
 
清
原
義
則
氏
 

▽
 17 

日
 
岡
田
宗
治
氏
 

▽
 27 

日
 
阿
部
貫
一
氏
 

そ
の
他
、
民
生
委
員
の
森
千
代
子
氏
、
 

加
治
カ
ホ
ル
氏
、
伊
藤
利
子
氏
、
ま
た
 

法
務
局
職
員
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

【相談に応じる人権擁護委員 
岡田宗治氏（中央）】 

税
よ
り
ち
ょ
っ
と
お
耳
を
 

圏
税
金
は
納
期
内
に
 

納
め
ま
し
ょ
・
つ
 

納
期
の
過
ぎ
た
税
で
納
め
忘
れ
は
な
 

い
か
今
一
度
お
た
し
か
め
く
だ
さ
い
。
 

〇
軽
自
動
車
税
（
五
月
）
 

〇
固
定
資
産
税
 
第
一
期
（
五
月
〕
 

第
二
期
（
七
月
〕
 

〇
町
県
民
税
 
第
一
期
（
六
月
）
 

〇
国
民
健
康
保
険
税
 
第
一
期
（
五
月
）
 

第
二
期
（
六
月
）
 

以
上
は
納
期
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
納
 

め
忘
れ
の
方
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
納
 

め
ま
し
ょ
う
。
 

圏

た

ば

こ

消

費

税

に

つ

い

て

 

お
中
元
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
、
た
ば
 

こ
を
贈
ら
れ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
が
 

た
ば
こ
は
、
ぜ
ひ
町
内
の
タ
バ
コ
店
で
 

買
い
ま
し
ょ
う
。
 

た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
町
の
重
要
な
 

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昨
年
一
年
間
の
た
ば
こ
消
費
税
は
、
 

二
千
八
百
六
十
万
三
千
円
で
、
何
か
の
 

形
で
町
民
の
皆
様
に
還
元
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
で
も
吸
い
す
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
 

よ・フ。 

一
 

一
 

一
 
一
 

一

 

一
 

一
 

一
 
一
 

一
 

一
 

一

一

 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 
一
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
 

【
賛
助
会
費
】
 

一
口
千
円
 

松
井
猛
 

三
千
円
 

民
生
委
員
協
議
会
十
二
人
一
万
二
千
円
 

【
寄
付
】
 

正
栄
自
動
車
整
備
工
場
 

五
万
円
 

【
香
典
返
し
】
 

金
一
封
 
小
林
ハ
ル
ノ
 

（
車
道
）
 

金
一
封
 
木
村
 
正
子
 

（
市
場
）
 

金
一
封
 
立
花
 
杉
夫
 

（
市
場
〕
 

金
一
封
 
太
田
 

五
郎
 

（
山
崎
）
 

（
七
月
十
三
日
現
在
 

敬
称
略
）
 

⑩
 

〔休 館 日〕 

2日、 9日、16日 

23日、30日 

※盆休み 13日、14日、15日 

〔演 芸 日〕 

1日、 5日、 8日、12日 

19日、26日、29日 

まI「轟燕熱篇襲麟纏叢ミ
~ 〔福祉バス運1テ日〕 

I 休館日および盆休み 

I を除く毎日 

~〔仏教法話会〕 

~ 今月はお休みします 

~ 〔心配ごと相談日〕 

I 7日、17日、27日 

I 午前10時～午後3時ノ 

■8 月27日 

赤池商事前 

(10:OO----13:OO) 

役場建設課前 

(14: OO-16: 00) 
 ノ 

（

単

位

万

円

】

 

年度 52 54 55 53 

、し 



第235 号 い け 昭和57年8月1日 （8 ) か
 

あ
 

口反
 

き
十
 

広
 

ご
み
・
し
尿
の
盆
休
み
 

▼
ゴ
ミ
収
集
の
変
更
 

⑨
も
え
る
ゴ
ミ
 

8
月
 16 

日
卿
の
地
区
 

は
8
月
 17 

日
因
に
変
更
。
 
17 

日
因
の
 

一
部
の
地
区
は
 18 

日
困
に
変
更
（
高
 

尾
一
・
二
、
高
尾
団
地
、
上
寿
町
、
 

下
寿
町
、
西
寿
町
、
下
桜
町
、
ひ
ま
 

わ
り
団
地
）
 

⑥
も
え
な
い
ゴ
ミ
 

8
月
 14 

日
（
第
2
 

土
曜
日
）
の
地
区
は
8
月
 21 

日
田
に
 

変
更
。
8
月
 21 

日
（
第
3
土
曜
日
〕
 

の
地
区
は
8
月
 28 

日
田
に
変
更
 

▼
し
尿
処
理
の
変
更
 
8
月
 14 

日
田
か
 

ら
 16 

日
⑧
ま
で
盆
休
み
 

※
8
月
8

日
卿
は
平
常
通
り
 

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の
 

中
学
校
卒
業
程
度
 

認
定
試
験
 

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
発
育
不
 

完
全
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
 

め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る
 

こ
と
が
で
き
ず
、
就
学
を
猶
予
ま
た
は
 

免
除
さ
れ
た
人
等
に
対
し
、
中
学
校
を
 

卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
 

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
認
定
試
験
を
行
 

い
、
合
格
者
に
高
等
学
校
入
学
資
格
を
 

与
え
る
も
の
で
す
。
 

▽
受
験
資
格
 
昭
和
 58 

年
3
月
 31 

日
ま
 

で
に
満
 15 

歳
以
上
に
な
る
人
 

▽
願
書
受
付
 

8
月
 11 

日
か
ら
9
月
 10 

日
ま
で
 

▽
試
験
日
 

11 

月
5

日
（
金
）
 

▽
試
験
場
所
 
福
岡
県
庁
会
議
室
 

稚
園
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
旅
館
等
）
 

②
収
容
人
員
が
 50 

人
以
上
の
防
火
対
 

象
物
（
共
同
住
宅
、
学
校
、
工
場
、
 

事
業
所
、
図
書
館
等
）
 

以
上
の
防
火
対
象
物
の
管
理
者
、
監
 

督
者
等
の
管
理
職
の
人
 

航
空
学
生
・
 

一
般
曹
候
補
学
生
募
集
 

▽
提
出
書
類
 
①
認
定
試
験
願
書
・
履
 

▽
受
験
資
格
 
高
校
卒
業
者
（
昭
和
 58 

歴
書
②
戸
籍
抄
本
ま
た
は
住
民
票
の
 

年
3
月
卒
業
見
込
者
）
 
・ 
18 

歳
以
L
 

写
し
1

通
③
写
真
2
枚
④
証
明
書
 

20 

歳
未
満
（
一
般
曹
候
補
学
生
は
 21 

▽
受
付
場
所
 
間
い
合
せ
先
一
福
岡
県
 

歳
未
満
）
 

教
育
庁
指
導
第
二
課
庶
務
学
事
係
 

▽
受
付
 

。
0
9
2

(

 

6
5
1

)

 

1
1
1
1
 

防
火
管
理
者
 

資
格
取
得
講
習
会
 

消
防
法
に
定
め
ら
れ
た
防
火
管
理
者
 

の
資
格
取
得
講
習
会
が
、
次
の
と
お
り
 

行
わ
れ
ま
す
。
 

▽
日
時
 

8
月
 30 

日
（
月
）
・
 
31 

日
（
火
）
 

午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半
ま
で
 

▽
場
所
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

（
田
川
市
平
松
町
3
番
 36 

号） 

▽
受
講
料
 

3
、 
0
0
0
円
 

▽
受
講
申
込
期
間
 

8
月
1

日
か
ら
8
 

月
 15 

日
ま
で
 

▽
申
込
先
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
 

課
（
田
川
市
新
町
 11 

番
 65 

号） 

。
0
9
4
7
4
④
0
 <b
に
v
0
 

▽
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す
る
防
火
対
 

象
物
の
指
定
 

①
収
容
人
員
が
 30 

人
以
上
の
防
火
対
 

象
物
（
劇
場
、
遊
技
場
、
病
院
、
幼
 

8
月
1

日
か
ら
9
月
 25 

日
ま
 

で
 

▽
試
験
日
お
よ
び
場
所
 

〇
航
空
学
生
 

10 

月
1

日
（
金
）
飯
塚
総
 

合
会
館
（
市
役
所
前
）
 

〇
一
般
曹
候
補
学
生
 

10 

月
 11 

日
（
月
）
 

飯
塚
総
合
会
館
 

▽
願
書
提
出
お
よ
び
問
い
合
せ
先
 

福
岡
地
方
連
絡
部
飯
塚
募
集
事
務
所
 

（
飯
塚
市
横
田
八
二
〇
）
 

廿
0
9
4
8
2
②
4
8
4
 

海
外
移
住
家
族
会
へ
 

入
会
の
お
す
す
め
 

海
外
移
住
家
族
会
は
、
海
外
へ
移
住
 

さ
れ
た
方
の
留
守
家
族
で
組
織
す
る
会
 

で
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
 

す。 
〇
在
外
福
岡
県
人
会
と
密
接
な
連
携
を
 

持
ち
、
移
住
者
と
留
守
家
族
の
交
流
 

に
つ
と
め
る
 

〇
相
互
の
音
信
不
通
者
の
調
査
 

〇
海
外
移
住
地
の
実
情
把
握
、
そ
の
他
 

で
年
一
回
の
総
会
の
ほ
か
、
地
区
毎
 

に
毎
年
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

会
費
は
年
に
千
五
百
円
で
、
次
の
と
 

こ
ろ
に
事
務
局
が
あ
り
、
入
会
を
受
 

付
け
て
い
ま
す
。
 

▽
筑
豊
地
区
海
外
移
住
家
族
会
（
飯
塚
 

市
新
立
岩
八
番
一
号
 
福
岡
県
飯
塚
 

農
林
事
務
所
内
）
 

。
0
9
4
8
2

③

4

1

4

5

 

覚
せ
い
剤
乱
用
 

防
止
ポ
ス
タ
ー
募
集
 

覚
せ
い
剤
事
犯
は
増
加
の
一
途
を
た
 

ど
り
、
乱
用
者
に
よ
る
凶
悪
事
件
が
続
 

発
し
て
い
ま
す
。
覚
せ
い
剤
乱
用
の
恐
 

ろ
し
さ
を
啓
発
す
る
た
め
啓
蒙
ポ
ス
タ
 

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▽
作
品
の
規
格
 
①
大
き
さ
ー
B
3
判
 

( 54 

m
×
 38 

m
）
②
色
彩
廿
自
由
③
 

紙
質
廿
画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
 

▽
応
募
の
方
法
 

1
人
1
点
と
し
、
未
 

発
表
の
も
の
、
作
品
の
裏
面
に
住
所
 

・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
を
明
記
 

▽
募
集
期
間
 

8
月
 31 

日
ま
で
 

▽
作
品
の
送
り
先
 
福
岡
市
博
多
区
東
 

公
園
七
の
七
 
福
岡
県
衛
生
部
薬
務
 

課
合
0
9
2

(
6
5
1

) 
1

●
→
1
1
上
 

複
式
簿
記
講
座
開
講
 

▽
日
時
 

9
月
6

日
か
ら
毎
週
月
・
水
 

・
金
の
 
10 

日
間
 
午
後
1
時
 30 

分
か
 

ら
3

時
 30 

分
ま
で
 

▽
場
所
 
赤
池
町
商
工
会
館
 

▽
受
付
期
間
 

8
月
 31 

日
ま
で
 

▽
申
し
込
み
先
 

テ
キ
ス
ト
料
千
円
を
 

添
え
て
赤
池
町
商
工
会
へ
 

く
わ
し
く
は
商
工
会
へ
廿
5
0
5
5
 

巡
回
交
通
事
故
相
談
 

▽
と
き
 

〇
8

月
 10 

日
因
・
 

〇
8
月
 11 

日
困
・
 

24 

日
因
 
飯
塚
市
 

25 

日
困
 

田
川
市
 

〇
8
月
 12 

日
困
 

直
方
市
 

（
い
ず
れ
も
9
時
か
ら
 16 

時
ま
で
）
 

▽
と
こ
ろ
 

〇
飯
塚
市
役
所
市
民
相
談
室
 

〇
田
川
市
役
所
市
民
相
談
室
 

〇
直
方
市
役
所
市
民
相
談
室
 

▽
常
設
相
談
所
 

〇
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
 

（
福
岡
県
庁
9
階） 

廿
0
9
2

(
6
2
2

)
0
4
0
3
 

無
縁
墳
墓
の
改
葬
 

次
の
件
に
縁
故
者
が
あ
れ
ば
、
期
日
 

ま
で
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
北
九
州
市
門
司
区
 

大
字
畑
一
〇
一
九
番
地
 

〇
墳
墓
数
 

不
明
 

〇
届
出
先
 
北
九
州
市
小
倉
北
区
大
手
 

町
一
番
 
北
九
州
市
土
地
開
発
公
社
 

〇
届
出
期
限
 

8
月
 16 

日
 

▼
墓
地
の
所
在
地
名
称
 
兵
庫
県
神
戸
 

市
東
灘
区
住
吉
東
町
三
丁
目
一
二
八
 

〇、 

一
二
九
〇
の
二
 

鬼
塚
墓
地
 

〇
墳
墓
数
 

不
明
 

〇
届
出
先
 
神
戸
市
中
央
区
加
納
町
六
 

丁
目
 
神
戸
市
衛
生
局
斉
園
課
 

〇
届
出
期
限
 

8
月
 31 

日
 


